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各診療科等における臨床・研究・産業医活動のご紹介

診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

労働衛生工学
呼吸用保護具などの性能に関する
研究および教育

作業管理の一部でもある呼吸用保護具等の使用に関して、フィルタ等の粒子捕集性能等の基礎研究から保護具の性能評価に関
する応用研究まで、幅広く取り組んでいる (第41回産業医科大学学会優秀ポスター賞受賞、最近3年間の関連書籍・論文2報、
関連研究費獲得3件)。また、産業衛生分野における関連する教育を実施している。

作業環境の快適性と環境に応じた
感染対策に関する研究

室内作業環境の快適性の向上あるいは安全・安心な最適作業環境設計指針を検討するとともに、環境に応じた感染対策について
取り組んでいる (最近3年間の関連論文3報、関連研究費獲得3件)。

有害物質濃度の計測と有害性評
価およびその工学的対策に関する
研究および教育

作業環境中に存在する粉じんなどの有害物質の濃度の計測と生体への有害性評価および作業環境改善のための工学的対策に関
して、総合的な研究を行っている (最近3年間の関連書籍・論文5報、関連研究費獲得5件)。また、産業衛生分野における関連
する教育を実施している。

エアロゾルの物理化学的特性評価
と計測技術に関する研究

粉じんなどの生体有害性評価や作業環境改善における適切な工学的対策のためには、大気中微粒子（エアロゾル）などの物理化
学的特性を把握する必要があり、エアロゾルなどの特性評価と生成・計測技術の開発を行っている(JCEJ Outstanding Paper
Award 2021受賞、最近3年間の関連論文7報、関連研究費獲得6件)。

職業性腫瘍学
得意な研究 環境要因による発がん機構解明を目指してDNA付加体の研究を行っており、当研究室で見出した酸化的DNA損傷に関わる付加

体は、生体内酸化ストレスのバイオロジカルマーカーとして広く利用されている（最近の関連英語論文 25報）。
得意な研究 がん細胞のエネルギー代謝に着目している。特にadenylate kinase (AK)という酵素の研究を行う数少ない研究室である。これまで

に報告がないAK3, AK4, AK5ノックアウトマウスを揃えており、今後解析を行う予定である。
得意な研究 メダカを用いた脂肪肝の研究を行っている。新たな脂肪肝・NASHモデルを作製し、遺伝子発現や代謝解析等を行ってきた。現在薬

剤により誘導される脂肪肝の研究を行っている。メダカを用いて脂肪肝研究を行っている研究室は少ない(Pubmedで”medaka” x
”fatty liver”で検索すると３4件の論文がヒットし、そのうち８報を作成）。

得意な研究 がん発生母地である肝硬変の線維化改善を目指して自己骨髄細胞を用いた再生療法に関わる間葉系幹細胞の研究を行ってい
る。特に間葉系幹細胞の不死化など高品質化にかかわる研究などの研究を行っている（山口大学との共同研究）。

ー 1 ー



                                                                                                                    2023/12/1
各診療科等における臨床・研究・産業医活動のご紹介

診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

呼吸病態学
得意な研究 1）新規や未知の化学物質の肺障害性やその機序を解明する研究

ナノ材料や高分子材料など新しく開発された化学物質の生体影響を評価するために、吸入ばく露試験や気管内注入試験などの動
物試験や培養細胞を用いた試験を行っている。労働衛生工学と共同で実施する吸入ばく露試験は、日本の大学の中で唯一実施
できる試験である。これらの試験結果は、労働者が働く環境の濃度（許容濃度）の設定にも貢献している。関連研究費獲得状
況：科研費基盤A,　基盤C,　若手研究などの科研費を教員や大学院生全員が獲得している。

得意な研究 2）環境中のマイクロプラスティックによる肺障害を解明する研究
労働環境だけでなく、世界の一般環境にも視野を向けた研究であり、環境省のプロジェクトに参画して研究を進めている。マクロプラス
ティックの環境濃度基準の作成を目指している（環境省の研究費を獲得）。

得意な研究 3）職業性肺疾患の診断に関する研究
職業性肺疾患が疑われる作業者の肺組織や肺胞洗浄液から鉱物の解析を行い、職業性肺疾患の診断に貢献する研究。高額機
器のため、日本で唯一実施しており、全国から依頼が来る。

得意な産業保健活動 化学物質を取り扱い作業場における労働衛生管理の指導
日本、中国、韓国との産業保健の国際交流：日本における事務局担当

得意とする教育 WHO関連機関として発展途上国に産業保健（じん肺の診断の普及）教育
化学物質を取り扱い作業場における労働衛生管理の教育

人間工学
デジタルヘルス・テクノロジーを活用
したセンシング・ビッグデータ解析

デジタルヘルス・テクノロジー（AMED事業、R4年度～）やスマート・センシング・オフィス／XR（クロスリアリティ）による次世代型情
報機器作業の産業保健応用に関する研究を扱います。スマホ内蔵センサーやウエアラブルセンサー、また居住空間内に内蔵された
モーショントラッキングセンサーなどのライフログビッグデータを収集・解析し、労働者の健康と生産性・快適性向上に資する研究を行って
います。

動物モデルまたは人を用いた交替
制勤務に関する研究

交替制勤務は労働現場における睡眠障害や健康被害を引き起こす代表的な原因の１つです。当教室では最適な交替制勤務モ
デルの提案を目指し、交替制勤務における急性・慢性の健康上の問題について調べるため、適切な実験動物モデル（マウス）の構
築や夜勤交代勤務者を対象とした疫学調査等の研究を行っています。

腰痛などの筋骨格系障害の人間
工学的予防対策と社会実装研究

筋骨格系障害（MSDs）や労働災害の約6割を占める腰痛（災害性腰痛）を解決するために必要となる人間工学対策に関す
る基礎研究を行っています。近年注目が集まっている内視鏡医療従事者のMSDsに対する人間工学対策、人的資本を応用した新
視点による腰痛対策の効果検証やパワーアシストスーツの産業応用研究などです。それら研究知見は国内外の行政政策に反映さ
せるべく、腰痛リスク評価法等のツールを国際標準規格(ISO)や国内工業規格(JIS)の制定に繋げるなど、社会実装型の研究を
行っています。

ー 2 ー



                                                                                                                    2023/12/1
各診療科等における臨床・研究・産業医活動のご紹介

診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

放射線衛生管理学
基礎研究に関する研究 ① 福島原発作業員が低線量被ばくしており、今後様々な変異源に暴露する可能性がある。マウスに低線量放射線を照射ののち高

線量を照射し、高線量単独の影響を軽減する現象を放射線適応応答といい、作業員の状況と似ており、科学的に解明することが
できる。マウスを用い分子生物学的手法により発がんや死亡率を解明する。
② 放射線感受性の個人評価はなく、労災認定においても疫学研究の結果を基にしている。福島原発作業員のみならず、放射線
業務従事者に関して、個人の放射線感受性の評価を行う指標を見出すことを目標とし、マウスやヒトの血液を用いた研究を行う。

福島原発作業員に関する不安と
教育効果に関する研究

福島原発作業員は完全に放射線不安が取り除かれていない。また業務内容は次々に変更し、教育も変更を余儀無くされる。アン
ケートを作成し、それを統計手法を用いて、不安軽減の教育効果を解析していく。

医療従事者の被ばく研究及び提
言

医療従事者は放射線に対して、被ばく管理よりも診断治療を優先することが多い。医療従事者の被ばく管理は他施設での勤務で
把握できなくなることもある。その状況を調査し、一元管理していくことを提言していく。

大規模災害対応講習会開催 当教室が主催し、ファーストレスポンダー（警察、消防、海上保安庁、自衛隊、医療従事者など）に講習会を行う。

福島原発廃炉作業、佐賀県玄海
原発支援

福島原発には年に１回、衛生担当者会議で放射線の情報提供を行う。佐賀県の環境放射能技術会議の委員として専門的知識
の提供を行う。

産業保健管理学
得意な研究 製造業や建設業等で広く産業医学の課題となる暑熱、騒音のリスク評価、職場・作業改善策に関する研究を長年推進し、企業と

共同で新しい労働衛生用品を開発している。日本産業衛生学会の温熱環境研究会、騒音障害防止研究会、労働衛生史研究
会を運営している。

得意な産業医活動 鉄鋼業、機械製造業の専属産業医として長年従事した複数の教員が、豊富な経験に基づいて、修練医の産業医活動を支援す
る。事例検討会と抄読会を通じて、本格的な産業医活動が経験できるように指導している。

労働衛生政策の動向と課題及び
産業医の倫理に関する解説

日本の労働衛生政策と産業医倫理について、歴史的経緯、法令の体系、解釈、課題、将来のあり方についての知見を集積してい
る。特に、産業医制度、物理的有害要因、化学物質管理、長時間労働、職場における健康情報の取扱いに関して、厚生労働省
労働基準局が関与する法令改正や行政通知の発出において見解を示している。

暑熱職場における熱中症予防対
策の効果評価

人工気候室や実際の職場において、WBGT等の環境モニタリングと核心温等の生体のモニタリングを行うことによって、暑熱な職場で
の身体負荷、核心温の推定、身体冷却を目的とした食品や作業服等の熱中症予防対策用品の評価を実施した経験がある。外耳
道温を使用した核心温推定法の特許を保有している。

騒音職場におけるコミュニケーション
の改善

騒音職場における会話の改善を目的に、騒音による聴力閾値変化を予防するための聴覚保護具の効果（周波数帯域別遮音
値）を測定するとともに、無響室に設置した音声スピーカーを組み込んだ呼吸用保護具実験用マネキンを使用して語音明瞭度を評
価することができる。
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産業精神保健学
得意な研究 当研究室は産業保健の中でも産業精神保健（職場のメンタルヘルス）に関する研究を得意としている。参加型職場環境改善の

ツール（WINやMIRROR）を開発しており、多くの企業で活用されている。教室スタッフは、厚生労働省やメンタルヘルス関連団体
の関連する委員会の委員なども務めている。

得意な研究 当研究室では、厚生労働省から研究費を取得し、学内の両立支援科だけではなく、全国の医療機関とも連携して、治療と仕事の
両立支援や障害者の産業保健に関する研究を行っている。教室スタッフは、厚生労働省の関連する委員会の委員なども務めてい
る。

得意な研究 当研究室の産業精神保健分野における研究としては、小規模事業場向けの職場のメンタルヘルス支援ツールを数多く開発し、ホー
ムページ（https://www.anshin-kokoro.com/kokoroanshin/#toptool-box）で公開している。

得意な産業医活動 当研究室は、産業医活動の中でも、特に、高ストレス者面接、職場環境改善活動等の職場のメンタルヘルス全般について、多数の
受託研究の受け入れや関連書籍の出版など、国内でもトップクラスの知見、経験を有している。

健康開発科学
得意な研究１ 「運動による健康増進」について以下の研究を行っている。

①多忙な勤労者が、無理なく運動習慣を獲得・維持するために必要な職場環境の整備
②運動をしてみよう、というモチベーションを高めるために必要なエビデンスの確立
・看護師を対象とした体幹トレーニングの効果
・昼休憩に可能な食後高血糖を予防する運動（有酸素／筋トレ）とタイミング（食前／食後）
・昼休憩に職場単位で実施する10分間の運動による身体的および精神的効果
について英文論文化した。

得意な研究２ 「吸いにくい環境づくりによる喫煙率低減」について以下の研究を行っている。
・職場の受動喫煙・三次喫煙対策（敷地内禁煙、就業前～昼休憩∼残業∼帰宅までの禁煙）
・サービス産業に従事する労働者の職業的な受動喫煙
・喫煙による労働災害のリスクの上昇
・私的空間（ベランダ、自家用車）での喫煙による受動喫煙
・加熱式タバコの蔓延とその二次曝露(受動喫煙)対策
英語を含む多数の学術論文、および、商業誌とメディアにも数多く引用され、「望まない受動喫煙をなくす」ことを目的とした改正健康
増進法の成立に貢献した。

得意な研究３ 効果的で安価な作業環境改善について多数の事例を経験している。特に、局所排気装置を組み込んだ解剖台を開発し、全国の
医歯学部の解剖学実習の環境改善に貢献した。
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環境疫学
疫学研究（デザイン、分析） 様々な規模の疫学研究に参加している。特に、大規模研究の研究計画、デザインを得意とする。

・学内で実施するCOVID-19流行下における労働者調査（CORoNaWork project）
・国土交通省が実施する健康住宅の検証事業(SWH事業）
・妊娠中の化学物質曝露と小児の健康に関する調査（エコチルスタディ）
・生活習慣病に関する大規模コホート(JACCスタディ）

臨床疫学 臨床教室と連携した臨床疫学研究のデザイン、解析を行っている。特に、レセプトによるリアルワールドデータの分析を得意とする。

国際共同研究 国際共同研究、海外調査を通して、アジア途上国への技術支援、国際貢献を行っている。
・アジア諸国の産業保健専門職に関するレビュー調査（ILO）
・COVID-19に対する日本の公衆衛生対応のレビュー調査（WHO）
・エイジフレンドリーな農業実現のための高齢農家に対する職場改善活動（タイの大学）

データサイエンス 民間企業と連携したヘルスケアサービスに関する様々な共同研究を実施している。
・レセプトによる傷病別医療費の推計（特許取得）
・オフィスデータからのパフォーマンスの測定
・スマートホンアプリを使ったうつ病発症の予兆検出

留学支援 公衆衛生、産業保健領域の留学支援を通して国際的な視野を持つ産業医、研究者の育成に力を入れている。

職業性中毒学
得意な研究（１） 当教室では化学物質の毒性について実験研究を主とする評価を行っている。特に中枢神経毒性については実験動物の神経行動を

体系的に評価するシステムを所有している。産業医学分野での毒性学・中毒学について実験研究を行っている医学系大学の講座
等は全国的にも限られている中で研究活動を継続している。

得意な研究（２） 当教室では東京慈恵会医科大学疼痛制御研究講座との共同研究の下、新規のがん悪液質モデルマウス、ならびに概日リズム障
害モデルマウスの作製とその分子機序の解明を行っている。いずれの研究も関連課題が文部科学省の科学研究費助成事業等に採
択されている（関連獲得研究費の総額1,500万円）。

得意な教育 化学物質の毒性学・中毒学を熟知した産業医の育成に努めている。
１．法改正により導入され始めた化学物質の「自律的な管理」の内容を理解し、実際の作業現場においても新たな規制に基づいた
化学物質管理に対応し指導できる能力を育成する。
２．化学災害や化学テロに対応できるだけの能力を育成する。大学が主催する大規模災害対応講習会で化学テロに関する講義・
実習を担当している実績を持つ。
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作業関連疾患予防学
得意な研究 作業態様が労働者に及ぼす影響についてどのようにその生体情報を捉え、作業管理と作業環境管理に活用するかについて、事業場

現場を研究フィールドとして最新のデジタル技術と「ウエアラブルセンサー」を用いる研究を得意としている。

得意な産業医活動1 パーソナルヘルスレコード（ＰＨＲ）における、特に産業保健分野でのシステム理論と開発について、国内における中心研究室として
活動している。（ＰＨＲ関連の一般社団法人事務局及び理事を複数担当、ＰＨＲ関連審議会委員担当）特に厚生労働科学
研究においては特殊健診のPHR化に関する研究も開始している。

得意な産業医活動２ 当教室が中心となって行っている電動ファン付き呼吸用保護具（ＰＡＰＲ）の活用に関する調査研究活動は、各方面で高い評
価を得ている。（労災疾病研究事業総額3000万円、日本産業衛生学会第30回全国協議会最優秀ポスター賞受賞、第94回
総会　許容濃度委員会賞受賞）

産業保健経営学
得意な産業医活動 当教室では、卒後修練課程修了者を中心としたネットワーク（産業保健経営研究会）を形成しており、産業医経験を通じて身に

つけた知識や経験を互いに共有している。産業保健の第一線で活躍する実務者を交えた議論の場を定期的に設け、修練医の実務
能力向上を図っている。

得意な産業医活動 労働安全衛生マネジメントシステムや健康経営のフレームワークを活用した、企業または企業グループ全体の産業保健統括マネジメ
ントに関する知見を有し、多くの企業に対して支援を行ったり、産業保健専門職の資質向上を行っている。

得意な研究 当教室が中心となって企業と健康保険組合のコラボへルスを実現する10万人規模のコホートを構築している。健診、レセプト、人事
データ、生活習慣や職場環境などの多様なデータをカバーしており、多くの研究成果をあげている（英語論文10本以上）。

得意な研究 労働人口の減少などの背景から国が推進している「健康経営」について、健康経営を認証する制度自体に関わり、さらに企業が提出
したデータの研究利用を行っている。
ここ1年で3本の英語論文に結び付き、今後も、研究や活動を通じて、健康経営の普及に貢献したいと考えている。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

災害産業保健センター
得意な活動 東日本大震災後の福島原発支援を継続的に実施し、福島原発に関わる企業及び産業医や、日本救急医学会などと連携をとりな

がら、復旧活動に従事する労働者の健康管理を行っている（日本産業衛生学会奨励賞受賞）。全国の保健所等の職員に関す
る産業衛生的支援、医療機関の事業継続計画（BCP）策定支援など幅広い活動を継続している。研修会・講演開催についても
数多く実践しており、主なテーマは災害産業保健、健康管理一般（両立支援・メンタルヘルス対策など）であるが、産業保健全般
について教育活動を行い、年間50回以上の学会基調講演や厚労省・医師会等の研修会を実施している。

得意な研究（政策研究） 厚生労働省の研究代表者１件、分担者６件などと数多くの政策研究を実施している。主たるテーマは次の通りである。（１）福島
原発支援の在り方、（２）日本における健康危機管理組織のあり方（３）公務員の健康危機管理時の健康支援施策、
（４）全国保健所職員の新型コロナウイルス感染症対応の健康影響の研究、（５）新型コロナウイルス感染症の罹患後症状
（後遺症）の研究、（６）特定健康診査の労働衛生上のあり方に関する研究、（７）両立支援の人的・情報基盤に関する研
究、（８）がんサバイバーシップに関する研究、（９）両立支援の長期的健康に関する研究、（１０）災害拠点病院の事業継
続計画（BCP）の研究

得意な産業医活動 古典的な産業保健活動のみならず、NHKのドラマ撮影に関するアドバイザーや北九州市のコロナ対策など、幅広い分野において産
業保健の知識の応用展開を行っている。現在、契約中の産業医（ソニーセミコンダクタ九州、西日本新聞、リクルート、三菱ケミカル
ホールディングス、など多数）などにおいて、健康管理活動から化学物質管理まで幅広い産業保健支援活動を行うとともに、災害特
有の健康障害へのサポートを実施している。また、災害発生時に備えて災害産業保健支援チームの体制づくり、人材育成づくりを
行っている。

情報発信 幅広い層の産業医保健職または公衆に向けた情報発信を適宜行っている。コロナの後遺症について、厚生労働省の診療の手引き
や東京都と協働して作成した後遺症関連の資材は高い評価を得ている（東京都知事感謝状受賞）。SNSにおいてはガチ産業医
（@gachisangyoi）として、実務上みんなが困っている教科書に書けないような内容も含めて発信をしている。

幅広いコミュニティとの連携 DMAT関係者、各種臨床系学会の主要メンバー、行政組織、企業関係者など幅広いコミュニティとの共同研究・共同事業があり、
広い視野を持ちながら活動を継続している。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

産業医実務研修センター
修練医に対する多角的な産業医
教育

修練医に対し、①専門知識の勉強会、②困難事例相談会、③ロールプレイ、④特殊健診機関への派遣研修、⑤研究指導等、計
画的・多角的な産業医教育を提供し、2年間で知識と実践力がつくよう支援している。

1on1ミーティングをベースとした修
練医の成長支援

指導医と修練医個々とで定期的な面談（1on1ミーティング）を行い、日々の修練上の進捗確認のみならず、疑問や悩み、キャリア
プランに対しきめ細やかな指導支援を行っている。

幅広い層を対象とした産業医教育
（社会貢献）

卒業生産業医を対象にしたワンランク上の産業医活動を支援する生涯研修「産業医学コアカリキュラム」、学内の産業医学実務講
座、学外向けの産業医学実践研修や大学・医師会等主催の全国の産業医研修会等の企画に携わり、講師としても広く登壇して
いる。

産業医実務に繋がる研究 当教室では呼吸用保護具の生体影響、事業所の新型コロナ対策と発生事例の検討、1on1ミーティングがメンタルヘルスに与える影
響、産業医教育プログラム開発、産業医に求められる臨床能力の検討等、常に産業現場に近いテーマを取り上げ幅広く研究に取り
組んでいる。

教え方のプロによる教え方の教育 当教室では、衛生教育や健康教育に活用できる実践的な教育法を教育設計学の専門家から直接指導を受けられる。

高年齢労働者産業保健研究センター
職場の公衆衛生の研究・臨床デー
タ・インターネットを利用した国際共
同研究

職業背景、生活習慣、臨床情報、レセプト情報、がん登録、病院患者・インターネットコホート・多施設コホートデータなどのビッグデー
タを用いた大規模職業臨床疫学研究・社会疫学研究を、ハーバード大学等と連携して実施している（最近3年の英語論文25本、
うち国際共同研究9本；関連研究費獲得3件）。

高年齢労働者に係る労働災害の
実証疫学研究

オープンデータや政府統計などを用いた、労働災害に関する行動経済学・医療経済学的手法を用いた実証研究を実施している。

嘱託産業医・臨床医活動を通じ
た研究

教室関連の嘱託産業医および嘱託臨床医先の職場・臨床データを用いた現場主体の研究を実施している。

衛生学
得意な研究 ｢エコチル調査（環境省）」のユニットセンターであるだけではなく、当講座のスタッフが研究の全体計画の立案、立ち上げから関与し、

経年的に論文を作成している。エコチル調査は全国の母子１０万組の皆様にご協力いただいている大規模コホート研究であり、基
礎医学、産婦人科、小児科等多方面の医師・研究者が参画した、世界から注目されている調査である。

得意な研究・産業医活動 溶接作業は製造業でも非常に多い作業の１つであるが、「溶接ヒュームの健康影響」の調査は当講座が日本で初めて大規模に行っ
ており、産業医科大学　臨床・研究所の先生方と共同で行っており、行政や事業所から高い関心を得ている。またスタッフは調査で
得た技術を用い、現場での産業医活動を施行している。

得意な研究 ヒトを対象として、プラスチックばく露の健康影響を研究している。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

公衆衛生学
DPCデータを用いた研究 国内約1,100医療機関からDPCデータの提供を受け、臨床系講座や産業生態科学研究所とも連携し、毎年複数の英語論文を

作成している。

レセプトデータを用いた研究 国内の複数の国民健康保険の保険者からレセプトデータ（医療・介護）及び健康診断（特定健診）のデータ提供を受け、自治
体の保健事業の改善や効果検証に関する研究を行っている。

地域医療構想に関する取り組み スタッフが厚生労働省の地域医療構想に関する検討会の構成員や福岡県地域医療構想アドバイザーとしてデータ分析に基づく医療
提供体制に関する政策提言などを行っている。

新規事業開発 有限責任事業組合や産学連携を通じて、Health領域の新規事業開発に取り組んでいる。

教育のデジタルトランスフォーメー
ションに関する取り組み

既に広く普及する技術やサービスを組み合わせ、コロナ禍においても学生一人ひとりが充実した学びを実現できるよう、デジタルトランス
フォーメーションに取り組んでいる。

両立支援科学
得意な診療 当教室が行っている診療は、治療と仕事の両立支援に関する治療・診断を行うものであり、日本で唯一の診療科である。主たる診

療科や多職種と協働して、患者の職場復帰や就業継続を支援している。両立支援実績は、年間約300例対応事例と診療報酬
算定事例も国内屈指である。

得意な研究 治療と仕事の両立支援の適切な支援の検討と産業医科大学で実践している両立支援を日本全国に実装させるための研究を行っ
ている。

得意な研究 産業医科大学病院の両立支援の症例データを用いた研究を行っている。

得意な産業医活動 医療機関からの両立支援を経験し、事業所の立場も考慮した症例検討を積み重ねることにより、事業所に所属する産業医の個別
対応能力を身に着けることができる。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

膠原病リウマチ内科、内分泌代謝糖尿病内科
得意な臨床 CGMや血管内皮機能検査機器(EndoPAT)を用いた糖尿病に関する様々な臨床研究を行っている。2009年にわが国でCGMが

初めて承認されてから、当科では延べ1500症例以上のデータを蓄積している。血糖値の分単位の情報を共に、各患者に合わせて
最適の治療を選択している。

得意な臨床 生物学的製剤やJAK阻害薬など最先端の分子標的治療を導入する全てのリウマチ・膠原病患者をレジストリに登録し、チームで安
全性管理、適応決定を行っている（リウマチのFIRSTレジストリ登録約5100名は国内第1位）。多くの専門職員を雇用して、デー
タ管理、検体管理を徹底し、世界より高く信用、評価される論文を多く発表している。実際、2019年のSLE欧州/米国リウマチ学会
分類基準の設定には、当科の100例の患者データが利用されている。

得意な臨床 全身を診る膠原病・リウマチ内科として、プライマリーケアから最先端医療までの実践を特徴としている。これらの疾患を対象とする国際
共同研究や治験に参加し、2017年以降New England Journal of Medicine（IF 176.1）に2報、LANCET（IF
202.7）に7報のarticleを田中良哉教授により報告されている。最新の分子標的治療薬の適正使用により、有害事象を最小限に
する関節リウマチの治療、副腎皮質ステロイド薬を使用しない、または最小限とする全身性エリテマトーデス（SLE）を始めとする膠原
病諸疾患の治療を目指し、実践している。欧州リウマチ学会のSLEの診断基準、治療推奨特別会議の日本代表委員でもある。

得意な研究 権威あるExpertScape（2022年）において、関節リウマチの分野で田中良哉教授が世界第1位のエキスパートに、当大学が世
界36位、日本2位の専門機関、また、SLEについても日本第2位の専門機関に選出された。また、20名以上の大学院生、約10名
の留学生が研究室に所属し、アジア太平洋リウマチ学会のCenter of Excellenceに東京大学、慶応大学とともに選出された。田
中良哉教授は日本リウマチ学会、日本臨床免疫学会の理事長として、日本の臨床、研究分野のトップとして活躍している。2023
年には日本リウマチ学会(福岡)、日本臨床リウマチ学会(北九州)を開催し、2025年にはアジアパシフィックリウマチ学会（福岡）が
開催予定である。

得意な産業医活動 過去5年間では、臨床講座としては最も多くの産業医を輩出している。
また、糖尿病患者、境界域の労働者の職場での健康管理、関節リウマチ患者などの労働生産性などに関する多くの学会発表や論
文報告をしている。
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循環器内科、腎臓内科
得意な診療 心エコー図検査、検査室のレベルが高く、全国から技師や医師が勉強に来る。運動負荷心エコーとして用いる臥位エルゴメーター検

査は、九州では当院が初めて導入し、診断や治療の効果判定に用いている。経食道心エコー図検査は、年間250-300件施行し
ており、九州の大学病院ではトップレベルである。また当院は心エコー図専門医研修施設として認定されており、きめ細やかな心エコー
図検査を用いた診療を行っている。
また、循環器難病疾患診療を得意としている。特に、肺高血圧症や心筋症の診療では国内トップレベルの診療を実施している。当
院は北九州地域で唯一の心アミロイドーシスに対する治療薬導入施設に認定されている。肺高血圧症については、北九州地域の
専門拠点施設として診療にあたっている。
当院で開発した神経反射性失神に対する起立調節訓練法は国際的評価も高く、NHK等の多くのマスコミにも取り上げられ、遠方か
ら治療に難渋する患者が紹介されている。日本循環器学会のガイドライン作成にも参画している。

得意な手術 心血管カテーテル治療全般を得意としている。肺血管に対するカテーテル治療（経皮的バルーン肺動脈形成術）では全国でも数
少ない指導施設の一つに認定されている。また、当教室が行っているバスキュラーアクセス手術件数、透析導入件数は九州の大学病
院のなかではトップクラスである（手術実績：年約120件）。2023年度から大動脈ステントグラフト挿入術が開始され、順調に症
例数をのばしている。また2023年度から当院が経カテーテル左心耳閉鎖術(Watchman)と経皮的卵円孔開存(PFO)閉鎖術の
施設認定を取得しており、治療開始予定である。あわせて同年度には急性期診療棟にハイブリッドアンギオ手術室が開設されてお
り、先進心血管治療が当院でさらに加速する見込みである。

得意な研究 臨床研究と基礎研究ともに充実した研究体制をとっている。基礎研究室は分子生物学的基礎研究の全般を実施可能な施設体制
となっており、様々な遺伝子組み換え動物を用いた先進的研究を実施している。特に、心血管病におけるミトコンドリア形態制御分
子の役割やマクロファージ活性化機構の解明についての基礎研究、抗炎症治療の開発についての橋渡し研究に力を入れている。ま
た、難病循環器疾患では国内最大規模のバイオバンクを構築しており、次世代シークエンサーを用いたゲノム解析やマルチオミックス解
析研究をトップランナーとして実施している。難病疾患の原因遺伝子を新規解明する等、国内外を先導する成果をあげている。

得意な産業医学関連活動 産業医科大学という大学の特性を活用し、循環器疾患の治療と就労の両立支援については全国的にも突出した実績があり、関連
研究費取得や厚生労働省ガイドラインの作成への参画を行っている。
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消化管内科・肝胆膵内科
概要 　当科では消化器領域において消化管、肝臓、胆膵のすべての領域の疾患を扱っています。各学会での指導医も内科学会16人、

消化器病学会8人、消化器内視鏡学会6人、肝臓学会5人の指導医とそれ以上の数の専門医が存在しており、消化器病の全領
域の良性疾患と悪性疾患を対処しています。多くの救急疾患にも随時対処しています。

得意な診療 (肝臓グループ) 　ウイルス性肝炎の抗ウイルス療法、肝細胞癌に対するRFAなど経皮的局所療法や切除不能進行肝細胞癌に対する新しい免疫
複合療法や分子標的薬による治療を行っています。また、ウイルソン病のガイドライン作成に携わっており、本疾患の国の難病指定へ
の関与や全国からの治療の相談を受けています。他の代謝性肝疾患の診断、治療においても全国トップレベルの質の高い診療を実
践しています。糖尿病専門医も2名在籍しており、近年増加傾向にある非アルコール性脂肪肝炎に対し多面的に診療を行っていま
す。

研究の実績 (肝臓グループ) 　非代償性肝硬変に対する新たな薬剤の治療効果について臨床研究を継続中であり、ウイルス性肝炎、肝細胞癌の治療について
多施設共同研究を継続中です。研究成果については学会発表活動に加え、論文発表を行っています。学会論文賞等も受賞して
います。基礎的研究としては、代謝性肝疾患、悪性腫瘍の病態に関与する研究を、特に酸化ストレス、小胞体ストレス、オートファ
ジーや細胞内の封入体形成の観点から、培養細胞やマウスやヒト生検病理組織標本を用いた基礎から臨床への橋渡しとなり、疾患
の病態の理解と治療に結びつく研究を行っています。

得意な診療 (胆膵グループ) 　胆道癌、膵癌、急性膵炎、慢性膵炎、その他総胆管結石等の良性疾患を含めて幅広く最新の知見を取り入れた診断・管理・治
療を行っています。特に超音波内視鏡（EUS）や内視鏡的逆行性胆管膵管造影（ERCP）ならびにこれらを応用し、正確な診
断と適切な治療を行っています。EUS、ERCPの検査件数は年々増加しており、特にEUSを応用したinterventional EUSが増加
しています。内視鏡的瘻孔形成術を用いた急性膵炎後被包化壊死に対するドレナージと内視鏡的壊死組織除去術（ネクロセクト
ミー）であったり、閉塞性黄疸に対する超音波内視鏡下胆道ドレナージ術（EUS-BD）を必要に応じて行っており、高い治療効果
が得られています。

研究の実績 (胆膵グループ) 　多くの臨床研究を行っており、2020年は胆管ステント閉塞期間とサルコペニアとの関連についての英語論文を発表しました。また切
除不能膵癌に対する化学療法の治療予測因子についての報告やERCPにおける選択的胆管挿管困難例に対する新規手法、
ERCPにおける術前酸素投与の有用性についてを各種学会にて発表しています。引き続き、より安全で効果的な治療が行えることを
目標に研究を進めています。
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得意な診療 (消化管グループ) ①　早期消化管癌に対する内視鏡治療
　食道癌、胃癌、大腸癌は、条件さえ満たせば内視鏡治療で完治できます。当科では早期消化管癌の内視鏡治療を積極的に
行っており、内視鏡的粘膜下層剥離術(ESD)の件数は北九州トップクラスです。近年は咽頭癌も当院耳鼻科と合同で早期咽頭癌
に対しても治療を行っています。
②　炎症性腸疾患
　潰瘍性大腸炎やクローン病の治療法は飛躍的に進歩し、近年様々な新規薬剤が登場してきています。当科では、従来の治療薬
である5-アミノサリチル酸製剤、ステロイド、栄養療法や血球成分除去療法などをベースとして、抗TNFα抗体薬や抗IL12/23抗体
薬、抗インテグリン抗体薬などの生物学的製剤、免疫抑制剤であるタクロリムスやアザチオプリン、JAK阻害薬などを個々の症例に応
じて選択しており、最適の治療を行うことを目指しています。また、新薬の治験にも積極的に参加しています。
③　進行癌に対する化学療法
　従来の殺細胞性抗がん剤をはじめとして、分子標的治療薬、免疫チェックポイント阻害薬を積極的に使用しています。また癌治療
の進歩に寄与できるよう、当院第1外科と連携して様々な臨床試験にも参加しています。

研究の実績（消化管グループ） 　臨床研究を行っています。2022～2023年は早期胃癌内視鏡治療後の予後予測因子や、下咽頭癌に対する内視鏡治療後の
予後、炎症性腸疾患の治療薬と副作用、免疫チェックポイント阻害薬による腸炎の内視鏡、病理像に関する研究発表などを行いま
した。
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血液内科
得意な診療分野 血液内科専門医および移植認定医が在籍しており、白血病などの難治性血液腫瘍の診断・化学療法および造血幹細胞移植を

行っています。移植は骨髄・臍帯血・末梢血のすべてに対応でき、移植学会及び骨髄バンクから移植ハイボリュームセンターとして認
定されています。これらはトップレベルです。また、がん薬物療法専門医（腫瘍内科医）が在籍しており、希少がんの診断・治療も実
施しています。血液内科指導医およびがん薬物療法指導医も在籍しており、専門医を修得する施設としても認定をされています。

得意な研究分野 近年導入されている血液を用いた腫瘍・がん遺伝子解析を推進し、難治がん・腫瘍の診断だけではなく治療法の開発や予後解析を
行っています。また、臨床研究も得意であり、新たな治療法の開発や予後層別を解析しています。また、JCOGやJALSGの全国的な
臨床研究グループに所属しており、大規模研究にも参画しています。

産業医活動の充実 血液内科の特性を生かし、一般病である貧血の診断など健診における産業医活動を支援スキルを得ることが可能であり、本学の両
立支援科とも協力し、がん患者の社会復帰をサポートしています。

呼吸器内科
臨床について 当教室には4名の日本呼吸器学会指導医、13名の同会専門医が在籍しており、呼吸器・胸部外科(第２外科)とともに呼吸器病

センターを運営しており、難治性で高度医療を要する呼吸器疾患の診療を行っている。COVID-19感染症対策及び治療について
も、感染制御部、救急・集中治療医学講座などと密に連携を取りながら積極的に行っている。

得意な研究（感染症） 微生物学教室と共同でクローンライブラリー法を用いた細菌の16SribosomalRNAを用いた細菌叢解析を行い、成人肺炎診療ガ
イドライン2017にもデータが引用され、新規の呼吸器感染症病原体についても報告している。多施設共同研究も活発に行い呼吸
器感染症の新規エビデンスを創出している。

得意な研究（びまん性肺疾患） びまん性肺疾患分野における研究は臨床研究を主体に幅広く行っており、各方面で高い評価を受けている(第60回日本呼吸器学
会学術講演会・学術部会賞優秀賞など)。また厚生労働省びまん性肺疾患に関する調査研究班の一員として、多施設共同研究
も活発に行っている。

得意な研究（産業医学関連） 産業生態科学研究所呼吸病態学や労働衛生工学と共同で、間質性肺炎症例の気管支肺胞洗浄液中の粉じん解析や、発がん
性関連の内容について細胞・実験動物で多種多様な化学物質の有害性評価を行っており、新規物質における肺毒性の評価や労
働衛生管理の構築、労働者・国民の健康管理の指標創設等に寄与している。

得意な研究（呼吸器疾患の疫学）公衆衛生学、環境疫学と共同で全国管理データベース(DPCデータ)を使用し、各種呼吸器疾患の疫学について研究している。これ
まで、市中肺炎に対するコルチコステロイドの影響、肺生検が行われた胸膜炎の疫学、間質性肺炎合併進行期肺癌患者における
化学療法の死亡リスクの潜在的因子の検索、さらに、肺癌手術後の入院死亡を予測するスコアリングシステムを開発し、各種呼吸
器疾患の本邦におけるエビデンスを創出している。

得意な産業医活動 当教室と関連した提携先としては、厚生労働省をはじめ労働衛生・健診機関だけでなく、これまでに、北九州近郊をはじめ、多くの多
彩な企業に専属産業医を輩出しており、企業との人材交流も行っている。また、これらの人材交流をもとにした産業医学研究も行
い、臨床及び産業医学の発展に貢献している。

ー 14 ー



                                                                                                                    2023/12/1
各診療科等における臨床・研究・産業医活動のご紹介

診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

脳神経内科・心療内科
得意な診療 脳神経内科の全領域を網羅する豊富な患者層を大学創設以来診てきたことにより、臨床の経験が十分な専門医が8名所属し、こ

の専門医の指導の元で今後も豊富な症例を経験することにより優れた臨床医を養成できる。主要な疾患としては、頭痛、ふるえ、し
びれ、麻痺などの一般的な神経症候や認知症、パーキンソン病関連疾患、運動ニューロン疾患、脳卒中、末梢神経障害、多発性
硬化症などの脱髄性疾患、重症筋無力症、てんかん、脳炎・脳症、代謝性疾患などがあげられ、ほぼ全領域の疾患を診療してい
る。また、心療内科では、身体的な症状と心理社会的な要因との関連を総合的にとらえ、心身両面からの治療に取り組んでおり、こ
れらは産業医の業務と密接に絡んでいる。

得意な研究 神経疾患の核酸医薬や分子標的薬による進行抑制あるいは対症的な治療法の開発が盛んにおこなわれている。教授の足立弘明
は、この分野の神経変性疾患の研究の実績により2020年文部科学大臣表彰（科学技術分野研究部門）を受賞しており、世界
最先端の研究を行うことができる。
豊富な診療実績を用いた臨床研究も行っている。筋萎縮性側索硬化症やギランバレー症候群の電気生理学的データの特徴や遺
伝性てんかん症候群の遺伝子変異と臨床的な特徴の関連について報告している。

充実した医学教育 神経診察が各疾患の診断に重要なため、医学教育でも実践的な内容を行っている。学生からは、神経内科学の実習内容に対し
評価が高い。以下の要点に基づいた実践的な医学教育を行って有能な臨床医を養育している。
1．神経学的診察法および神経疾患患者の診療･診断のすすめ方
2．脳神経内科の疾患の知識、病態の理解および治療法の習得
3．脳神経内科領域における検査（ＥＥＧ，ＥＭＧ，ＣＴ，ＭＲＩ，生化学・免疫学的検査等）
4．中枢神経・末梢神経・筋疾患の病理所見の見方
5．心身症患者の診察のすすめ方
6．心身症の治療法（自律訓練法、バイオフィードバック法等）

産業医教育の充実 心療内科の診療は内科学的管理とメンタルヘルスがベースになっており、産業医の業務内容そのものと言ってよい。このため、産業医
養成に最も適した診療科になっている。実際に産業医として活躍している当講座出身の医師は多い。

脳卒中血管内科
得意な診療分野 令和3年度に創設された新しい教室である。北九州市では2035年まで脳卒中患者数が右肩上がりに増加することが予想されてお

り、地域の脳卒中診療をリードする使命がある。脳卒中・血管内治療を専門とする九州でも唯一の診療科であり、内科系診療科と
して脳卒中の内科的治療を行なっている。また脳神経外科とタイアップしており、脳卒中に対する外科的治療全般も学ぶことができ
る。脳神経内科の学会認定の研修施設であり、神経内科専門医の取得ができ、希望すれば脳神経内科をローテートすることができ
る。

得意な手術 カテーテルを用いた血管内治療を専門としている。超急性期脳梗塞に対する血栓回収術や、頸動脈狭窄に対する頸動脈ステント
留置術、脳動脈瘤に対するコイル塞栓術などデバイスの発展により急速に発展している分野である。
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神経・精神科
教育 当医局は教育医長/副教育医長を専任し、教育に力を入れています。秋には『studyweek』と称して、助教以上の先生が講義を

開催します。当科では、入院主治医、新患外来予診、カンファレンス、勉強会への参加から始まり、2年目から新患外来も行うという
段階的な教育を心掛けています。4年目以降の基礎が確立した後に、各個人の興味に応じて専門分野で学べるよう、医局として支
援しています。精神保健指定医、各学会の専門医などの資格取得はもちろんのこと、産業医学ディプロマ（現時点では更新が生涯
不要な資格）が取得できるのが当大学最大の特徴です。また、精神保健指定医、学会専門医はほぼ100%の合格率を誇ります。

研究活動 研究面では、産業精神保健分野、分子・画像・薬理、遺伝分野等の様々な側面から研究を行っており、希望に応じて大学院進
学、博士号取得も可能です。現在大学院生は7名在籍しており、医局として研究活動の支援も行っています。毎年30編以上の英
文学術論文を発表しています。また、AMEDの分担研究1件、科研費2件(うち1件は分担研究者)をはじめ、その他外部の研究資
金も獲得しており、研究活動は盛んです。

臨床 大学病院として、診断や治療が困難な症例、身体合併症例を積極的に受け入れております。また、統合失調症、うつ病、双極性
障害（躁うつ病）、老年期疾患など幅広い精神疾患を対象に精査、治療を行っています。大学病院の特長を生かした、難治性疾
患への治療（修正型電気けいれん療法：ECT、クロザピンによる治療）、多くの臨床治験、臨床研究なども行っています。ECT症
例は北九州1を誇ります。

産業医活動 当医局出身の産業医は多くの企業から高い精神医学やメンタルヘルスの専門性を有していると非常に高い評価を受けています。
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小児科
得意な研究 当教室の感染免疫研究では、多岐にわたる小児科学の専門分野の枠をこえて臨床に即した様々なプロジェクトを実施し、多くの英

文原著論文を発表している。その中には、後期研修医が上級医の指導を受けながら執筆したものも含まれている。

得意な診療分野 当科は、日本小児感染症学会専門医制度の「福岡地区小児感染免疫専門医育成プログラム」(4大学1小児病院で構成)の基
幹施設に認定されており、当科で一定期間診療に従事すれば、小児感染症専門医試験の受験資格を得ることができる。感染症分
野の診療では、小児感染症暫定指導医が常勤しており、抗菌薬適正使用や的確な感染症の診断・治療を学ぶことが可能である。
また、原発性免疫不全症や自己炎症性疾患の診断・治療も行っている全国でも数少ない施設でもある。

得意な診療分野 当科には、日本内分泌学会専門医、糖尿病専門医、肥満症専門医が在籍しており、当科で一定期間診療に従事することで内分
泌専門医の受験資格を得ることができ、将来的には糖尿病専門医の受験資格も得ることができる。症例も豊富で紹介症例も大変
多く、また学校健診精査で受診する症例も多い。多数の症例や学校保健活動を通して小児内分泌全般の診断や治療を学ぶこと
が可能である。

得意な診療分野 当科は、日本小児神経学会の研修施設に認定されており、一定期間診療に従事すれば、小児神経専門医の受験資格を得ること
ができる。神経分野の診療では、小児神経専門医が3名常勤しており、各種画像検査、筋生検、針筋電図等を自施設で施行で
き、様々な小児神経疾患の診断が可能である。また、医療的ケア児医療に力を入れている全国でも数少ない大学でもある。

得意な診療分野 当科は、小児血液・がん専門医研修施設として学会認定されており、当科で一定期間診療に従事すれば、小児血液がん専門医
試験の受験資格を得ることができる。また、非血縁間造血細胞移植が施行可能なLowVolumeCenterとしても認定を受けており、
福岡県内で小児の造血細胞移植が可能となる数少ない施設でもある。また、血液凝固膠原病分野では、年間3件程度のグローバ
ル治験に参加し日本で1～数例しか行われていない最先端治療を行っている。このほか多くの国内多施設臨床研究を行っており、世
界初の血友病治療を行うことも多い。さらに、九州唯一の日本血栓止血学会血友病ブロック拠点病院として九州内のみならず全国
から患者が参集し、他学医師が勉強に来る。小児リウマチ膠原病分野では日本小児リウマチ学会認定の小児リウマチ中核施設とし
て診療を行っている。

備考 新生児分野については、総合周産期母子医療センター分の｢得意な診療分野｣｢得意な研究｣に記載
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

消化器・内分泌外科
得意な手術 １）当教室が行っているReduced portsurgery（単孔式腹腔鏡下手術）は、整容性に優れており、全国有数の経験症例数

を有している（手術実績：計2,000例）。
２）病的肥満や糖尿病に対する減量外科手術に関しては、北九州・山口地方では当教室が唯一の実施施設である。
３）ロボット支援下手術（da Vinci）についても、保険適応である胃・直腸の手術で施行している。
４）乳癌手術において、形成外科と連携して行う各種乳房再建術や、他施設では一般的には行われていない内視鏡手術を行って
いる。
5）当科は日本肝胆膵外科学会が定める高度技能専門医認定修練施設に認定されている。

得意な研究 １）当教室では、「膵癌の悪性化におけるヒアルロン酸の役割」について、世界的にもトップレベルの研究成果を報告しつづけており、
2013年から18編の英文論文を発表している。
２）癌治療には科学的根拠（エビデンス）に基づく医療が求められており、臨床的疑問（クリニカルクエスチョン）を解決するために
様々な臨床試験が計画されている。当教室では大腸癌の治癒切除後の微小残存病変（血中循環腫瘍DNA）と再発・予後の
相関を検討する世界最大規模の国際共同臨床試験に積極的に参加し、新たなエビデンスの確立および癌個別化治療の実現に貢
献している。
３）当教室では遺伝性大腸癌診療ガイドライン、急性胆嚢炎・胆管炎国際診療ガイドライン、急性膵炎診療ガイドライン、転移性
肝がん国際診療ガイドラインなどのガイドライン作成および改訂に積極的に参画し、医療現場において科学的根拠に基づいた適切な
診断と治療を行うための指針作成を行っている。

得意な産業医活動 乳がん患者および経験者に対して産業医と臨床医が一体となって就労・就学への両立支援活動を先進的に行っている東海地区に
おいて、その主導的役割を本教室の同門が担っており、当科のがん患者への両立支援活動にも多大なご指導をいただいている。

呼吸器・胸部外科
早期肺がん手術 当科では肺がんに対する手術は胸腔鏡手術が7割を超えており、さらに2018年より手術用ロボットであるDavinciを用いて精密かつ

低侵襲で安全な手術を行っている。肺がん手術件数も九州トップクラスである。(肺がん手術実績；2022年 年178件　呼吸器外
科手術実績；403件）

進行肺癌に対する術前導入療法
や拡大手術

進行肺癌に対しては手術前に抗がん剤や放射線治療の後に手術を行い完全切除を目指して治療を行っている。気管、気管支、肺
動脈、上大静脈など周囲臓器の合併切除や再建、自家肺移植も行っている。

肺マッピング技術 肺がんの中で、淡いすりガラス陰影を呈する病変は触知困難であるため、手術前に気管支鏡で病変の近くにICタグを留置する技術
や肺の表面に正確に色素をつけてマッピングする技術(VAL-MAP)を持っているため、触知できない病変でも正確に切除することが可
能となっている。

悪性胸膜中皮腫に対する手術 悪性胸膜中皮腫に対する手術は片肺全摘及び胸膜切除を行う胸膜肺全摘が行われていたが、当科では肺を温存し胸膜を切除す
る胸膜切除/肺剥皮術を行っている。この術式ができる施設は少なく、九州各地や海外からも患者が来ている。

得意な研究 胸部悪性腫瘍である肺がんや悪性胸膜中皮腫患者の血液内の循環腫瘍細胞を同定することに成功しており、術後治療の必要
性、再発予測への臨床的応用を目指している。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

心臓血管外科
心臓手術一般 当講座は2018年6月に開設された新しい講座であるが、末梢血管手術から心臓大血管手術まで幅広く対応している。併存症や

合併症を多く持つ重症症例の手術が多く、特に弁膜症手術患者の全国平均での予想手術死亡率は約10%に達しているが、当科
での実際の手術死亡率は、安全な手術と集学的な術後管理等により5%弱と良好である。

弁膜症に対する手術 弁膜症に対する手術は、一般的には人工弁置換術が標準術式であるが、当科では可能な限り弁形成術に取り組んでおり、高い達
成率を得ている。また、低侵襲手術に対しても導入すべく準備を進めている。

冠動脈疾患に対する手術 冠動脈疾患に対する外科治療は、冠動脈バイパス術が標準術式で人工心肺非使用手術も既に確立した手技となっている。症例
により適宜、術式を選択し高い開存率と生存率を得ている。

大動脈疾患に対する手術、血管
内治療

令和5年度から急性期病棟開設に伴いハイブリット手術室が新設されたので、それに伴い大動脈瘤に対するステントグラフト治療等、
血管内治療を循環器内科と共同して開始している。また、急性大動脈解離等の緊急手術も積極的に実施している。

臨床研究 当科では研究は主として臨床研究を行っており、現在は心臓手術後の遠隔成績を中心とした疫学調査に基づく研究を行っている。

脳神経外科
悪性脳腫瘍に対する手術 膠芽腫を代表とする悪性神経膠腫の手術を数多く施行している。脳腫瘍摘出時には5-ALAを使用した蛍光診断を行い、術中ナビ

ゲーション装置、超音波吸引装置、電気生理モニタリングなどの最新機器を使用している。今後術中画像診断も行う予定である。

間脳下垂体疾患に対する神経内
視鏡手術

間脳下垂体部に発生する頭蓋底腫瘍に対して、経鼻的に神経内視鏡を使用した摘出術を施行している（年間約20件）。神経
内視鏡のみで手術を施行している医療機関が近隣に少ないため、当科へ多くの患者が紹介されている。

痙縮に対するバクロフェン髄注療法 小児麻痺などによる重度痙縮患者に対して、バクロフェン持続髄注療法を数多く施行している。薬剤注入ポンプを使用した薬剤量の
調整や機器管理が必要であり、多くの患者が当科の専門外来に通院を継続している。

5-ALAによる脳腫瘍関連の基礎
研究

5-ALAは脳腫瘍摘出時に蛍光診断目的で使用される。5-ALAの脳腫瘍細胞に対する傷害機序を研究しており、放射線増感作
用を持つこと、腫瘍細胞に対する免疫応答を増強させることを解明している。この数年で5-ALA研究関連の論文を14編報告してい
る。

脳血管障害モデルを使用した基礎
研究

くも膜下出血後に生じる脳障害の病態解明は、当教室において継続してきた海外留学の基礎研究テーマのひとつである。くも膜下出
血動物モデルを使用して、くも膜下出血後に生じる早期脳損傷および遅発性脳虚血等の病態解明などの研究を施行している。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

整形外科
得意な手術 1）上肢・手外科：日本手外科学会認定研修施設として、様々な手外科・肘関節疾患の治療と肩関節鏡手術・人工肩関節手

術を行っています。特に生体内吸収プレートを用いた治療は、世界に先駆けて行ったもので、日本でトップの使用実績があります。
2）脊椎・脊髄外科：丁寧な診察による神経学的所見を重視し、脊椎手術全般を行い、側弯症の矯正手術なども行っています。
3）下肢・人工関節：ナビゲーションシステムを用いた人工股関節・膝関節手術を中心に、足の外科や小児下肢整形外科にも力を
入れています。
4）救急・外傷：外傷再建センターとして、救急車で搬送される重症多発外傷を中心に、挫滅損傷や切断四肢の再接着や再建
手術、難治性骨関節感染症の治療に力を入れています。また、緊急性の高い重度四肢外傷対応可能施設として認定されています
（九州・沖縄地区で4病院）。
5）スポーツ・関節鏡：若松病院で行っている関節鏡手術は、技術に優れ、ISAKOS（国際関節鏡膝スポーツ整形外科学会）か
ら"teaching center"の認定を受けています（日本で2施設のみ）。全国からトップアスリートが手術を受けに来たり、他学医師・海
外医師が留学に来ています。

得意な研究 経験豊富な大学スタッフが、骨軟骨代謝・筋肉分野、疼痛分野（第一生理学と共同研究）、再生医療分野、感染症分野（微
生物学と共同研究）などを大学院生に指導しています。特に骨形態計測法を用いた骨代謝研究は、各方面で高い評価を得ていま
す（日本骨形態計測学会：2023年学術奨励賞1名受賞・2021年若手研究者賞2名受賞・2020年学術奨励賞1名受賞・
2020年若手研究者賞1名受賞・2019年学術奨励賞1名受賞）。科研費獲得は年間13件と十分な実績があります。大学院生
の大多数は学位を取得することが可能です。海外留学に関しても積極的に支援しており、医局員はこれまで多くの施設での留学経
験があります。また、産業生態科学研究所とタイアップして労働災害発生予防に関する研究も積極的に行っています。

得意な産業医活動 日本は超高齢社会となり、高齢者雇用安定法の改正により退職年齢が延長されたことで労働者も高齢化しています。高齢になる
と、運動器疾患を抱える労働者が増えるため、産業医には、メンタルヘルスや生活習慣病の知識に加え、ロコモティブシンドローム予防
のための整形外科領域の知識が求められます。また、整形外科医は企業からも重宝される存在であり、当教室から全国の事業所へ
多くの産業医を派遣していますし、整形外科専門医の資格を取得後に専属産業医として活躍している医局員も多く、産業医活動
に貢献している教室の一つと言えます。

小児外科
臨床での推進（特記）事項 バルーン型胃ろうの交換確認における超音波検査の妥当性を提示し、保険診療認可への働きかけを行っています。

研究での推進事項 多彩な生物のゲノム公開情報、プロテオーム公開情報を解析することで、単細胞生物が多細胞生物に進化する際の今まで指摘され
ていない必要条件を同定しその報告をすすめています。
また、それに伴い高GC含量の遺伝子によってコードされるコラーゲンのような特殊タンパク質が、臨床栄養において見過ごされてきた重
要要素である可能性についても確認・報告をすすめています。https://doi.org/10.51094/jxiv.127
生命科学の根幹である「遺伝暗号」がタンパク質における膜貫通ドメインと天然変性領域の作り分けに特化した構造になっていること
を世界で初めて指摘し、プレプリントで公開しました。現在、査読あり論文での発表の準備を進めています。
https://doi.org/10.51094/jxiv.533
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

皮膚科
得意な臨床 当教室は北九州のほぼすべての皮膚悪性腫瘍の切除、化学療法、放射線治療を行っている。

得意な研究 当教室では炎症性疾患の機序や皮膚のマイクロバイオームについて広く研究を行っている。

得意な産業医活動 全国さまざまな事業所に教室員を派遣し、さまざまな産業医活動を行っている。

形成外科
臨床について 四肢や顔面などの先天異常に対する治療、血管腫や毛細血管拡張症などに対する色素レーザー治療、眼瞼下垂手術など形成外

科専門医取得に必要な領域の治療を行っています。また、熱傷や顔面外傷、重症下肢虚血肢など緊急性の高い治療を積極的に
行っています。

得意な手術 頭頸部再建；頭頸部癌治療において耳鼻科や口腔外科とともにチーム医療の一翼を担っています。遊離皮弁などの手技を用いた
再建手術を行い、術後機能維持・改善を行っています。乳房再建；インプラントを用いた人工物による再建および、広背筋皮弁や
腹部穿通枝皮弁による自家組織再建を行っています。その他、外科系他科と連携し再建手術を行っています。

研究に関して 当科は病院診療科であるため、基礎の教室に依頼して大学院、社会人大学院での研究が可能です。また、臨床研究を行い学位
取得を目指すことも可能です。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

泌尿器科
泌尿器科の強み；手術 豊富な症例数

当科の年間手術数は、福岡県4大学内でも最も多く、全国的にみても上位に入る。
高度な最新技術
前立腺癌、腎癌、膀胱癌などの泌尿器悪性腫瘍に対する手術のほとんどは腹腔鏡、内視鏡手術を用い低侵襲的に行っている。特
にdaVinciを用いたロボット支援手術においては、ロボット支援腹腔鏡下膀胱全摘除術および完全体腔内尿路変向術、腎尿管全
摘除術などの近年開発された最新の技術を積極的導入しており、近隣施設から手術見学や手術指導を依頼されることも多い。年
間100例以上の豊富な症例数を有し、学内他科と比較してロボット手術実績は圧倒的に多い。学内にロボット支援手術の術者6
人（うち、指導医4人)、医局関連病院泌尿器科においてもロボット支援手術システムを２施設有しており、診療の幅を拡大、新規
術者育成にも注力している。
リスクの高い手術への積極的な取り組み
進行癌症例での高難易度手術や、併存症により高リスクな症例で他施設では対応できない症例についても、積極的に紹介を受け
入れている。
多彩な手術
悪性腫瘍の手術のみならず、福岡県他大学と比較しても尿路結石、前立腺肥大症など良性疾患に対する手術も積極的に行って
おり、泌尿器科医として必要な技術のほとんどが習得可能である。また、腹腔鏡技術認定医取得のための、科内独自のプログラムを
確立している。

「豊富な症例数」「最新かつ高度な技術」「良悪性含めた多彩な手術」が当科手術の特徴である。

泌尿器科の強み；手術以外 泌尿器悪性腫瘍に対する薬物療法
従来使用されていた「抗癌剤」に加え、近年「分子標的薬」「免疫チェックポイント阻害薬」「抗体薬物複合体」などの新規治療が
続々と登場し、泌尿器悪性腫瘍の薬物療法は飛躍的に進歩している。当科ではそれらを積極的に取り入れ、最新の知見を基にし
た我々独自の治療指針に則り、患者個々に応じた最適な薬物療法を一症例ごとにカンファレンスで検討し提供している。個人の意
見に偏ることなく、世界標準的かつ全人的な医療を学ぶことが可能である。
新規技術の導入
2023年10月に、北九州地域で初となるMRI-超音波融合画像ガイド下前立腺生検を開始し、安全かつ高精度な前立腺癌診
断を行っている。
幅広い経験、知識、技術の習得機会
大学病院だけでは十分な経験ができない、一般的な泌尿器科疾患（いわゆるcommon disease)、腎不全・血液透析、小児泌
尿器科疾患、女性泌尿器科、救急疾患などを、関連病院および近隣のクリニックにおいて十分な経験を積めるような教育システムを
構築している。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

研究（悪性腫瘍） 基礎研究
①腎癌における炎症および腫瘍免疫、②腎癌における腫瘍内代謝、③尿路上皮癌と性ホルモン/核内受容体の関係などをテーマと
して研究を行っている。またさらなる研究の発展のため、定期的に海外への留学生を輩出し成果を挙げている。
臨床研究
腎癌、前立腺癌や尿路上皮癌など泌尿器悪性腫瘍における、手術療法、薬物療法の治療成績やバイオマーカー探索などに関する
数多くの臨床研究を継続して行っており、その成果を上記基礎研究、下記感染症領域も含め、2022年は英文誌33編、和文誌に
10編報告している。

研究（感染症） ・尿路性器感染症に関して、国内外の施設と共同で感染症のサーベイランス、予防・治療に関する研究を行っている。特に20年以
上にわたる北九州地域における性感染症動向調査は国内でも数少ない調査であり、実臨床における貴重なデータを蓄積している。
・日本性感染症学会九州沖縄支部および福岡県性感染症研究会の事務局、および三学会合同抗菌薬感受性サーベイランスの
実務委員を担当しており、九州地区の尿路・性感染症に関する中心施設として活動している。
・泌尿器科領域における周術期感染予防ガイドライン、尿路管理を含む泌尿器科領域における感染制御ガイドライン、アジア地域
における尿路性器・性感染症ガイドライン（AAUSガイドライン）などの作成および改訂に参画しており、泌尿器感染症領域における
重要な役割を担っている。

産業医学関連 これまでに多くの産業医を輩出しており、当科出身の産業医が統括産業医として産業保健活動の主軸となっているケースを複数有す
る。また、現在産業医として活躍している当科の医師と連携して、健診データを用いた研究にも取り組んでいる。当科出身の産業医
が、2024年広島で開催される日本産業衛生学会を主催する。
また、泌尿器疾患による休業を余儀なくされた患者への、仕事と治療の両立支援にも積極的に取り組んでおり、公的な研究資金
（科研費）を獲得し泌尿器領域における効果的な両立支援の確立に向け研究を行っている。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

眼科
硝子体手術
（特に難治例や未熟児網膜症）

小児の網膜剥離疾患の手術治療では関西以西で最も実績のある施設のひとつであり、未熟児網膜症に対する硝子体手術は、関
西以西では唯一の治療実績のある施設です。ヘリコプターで患者が輸送されてくることもあります。成人でも難治な網膜剥離症例に
対する手術については、九州各県や山口県、広島県、島根県からも紹介受診されています。

小児眼科・遺伝性網膜疾患 小児眼科、とくに網膜疾患の診断・治療に関しては日本でも有数の診療施設として定評があります。日本眼科学会「未熟児網膜症
の抗VEGF治療手引き」の策定に携わっています。新たに承認された網膜変性症の遺伝子治療の診療や遺伝学的検査のガイドライ
ンの策定に携わっています。

ロービジョンケア ロービジョン診療で全国でも高い評価を受け、講演活動や執筆活動、教育活動を多数手掛けています。

産業医学関連 目の調節が及ぼす眼精疲労に関係する研究や医療従事者の放射線被曝による水晶体混濁などの産業医学に関係する研究を国
からの支援（科研費など）を受け行っています。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

耳鼻咽喉科・頭頸部外科
教育 「産業医科大学病院耳鼻咽喉科専門研修プログラム」に従い、充実した研修が受けられる環境にあります。令和４年の大学での手

術件数は1319件で全国トップクラスの症例数があります。耳科手術認可研修施設、頭頸部外科指定研修施設、内分泌外科研
修施設にも認定されており、各サブスペシャリティー取得にも有利な医局です。豊富な手術件数に裏打ちされ、学会発表指導、論文
作成指導をしっかりと行います。また、研究に興味がある方にも十分な指導を行っていきます。

手術 耳鼻咽喉科・頭頸部外科の診療範囲は広く、耳科、鼻科、咽頭喉頭科、頭頸部腫瘍、甲状腺内分泌外科などに分かれます。そ
のすべての領域において外切開手術だけではなく内視鏡を用いた低侵襲手術を実施しています。特に内視鏡下耳科手術、内視鏡
下経口的咽喉頭腫瘍切除術、ロボット支援下咽喉頭腫瘍切除術、内視鏡下甲状腺手術のすべてを手がける施設は全国でもまれ
で、高い技術を有しています。

診療全般 ・睡眠時無呼吸診療においては九州エリアでの中心的施設であり、全国屈指の患者数を誇り、また最新の舌下神経電気刺激療法
を開始する予定です。
・産業医科大学病院には腫瘍内科がありませんが、耳鼻咽喉科・頭頸部外科には全身化学療法の専門的な知識を有する「がん薬
物療法専門医」が在籍しています。九州エリアでの頭頸部癌に対する薬物療法の中心的施設となっております。
・嗅覚・味覚診療は全国でも知名度が高く、多くの患者さんが全国から受診されており、質の高い診療を行っております。
・他の最新診療として、頭頸部癌の第5の治療法として期待されている頭頸部アルミノックス治療（光免疫療法）にも対応しておりま
す。

研究内容 ・顔面神経麻痺に対する評価のiPhoneアプリを開発し、臨床に応用しています。直感的でかつ定量的な評価ができ、リハビリにも用
いることができます。また、頭頸部癌の診断において重要なのが細胞診ですが、振動を用いた細胞診機器を開発し臨床応用しており
ます。これらの開発機器についての臨床研究を進めております。
・頭頸部癌診療における多施設臨床研究を進めております。
・京都大学など他施設と連携して、顔面神経や中耳/内耳疾患に対する基礎研究を行っております。

キャリア形成 耳鼻咽喉科・頭頸部外科では多様なキャリア形成を支援しています。女性医師も多く所属し、女性医師のロールモデルとして活躍し
ております。出産や育児においての休暇は女性男性にかかわらず取得可能で、時短勤務などの多様な働き方に対応しています。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

産婦人科
産婦人科臨床の特徴 当院産科は高度な産科医療を行う総合周産期母子医療センターを有している。

重症の合併症妊娠、産科救急疾患の診療を積極的に行っており、当院での研修により日本周産期・新生児医学会の専門医取得
が可能です。日本超音波医学会の専門医取得も可能です。婦人科手術は600件/年であり、そのうち腹腔鏡手術は150件、ロボッ
ト支援下手術も30件/年と増加傾向にある。九州内視鏡手術研究会事務局を担当し、九州地区の内視鏡手術中心施設として
活動している。これまで日本産婦人科内視鏡技術認定医を９人と、数多く輩出している。

産婦人科研究の特徴 周産期研究室では、①胎盤の生理学、②超音波診断学、③産科領域における産業医学、④エコチル調査のデータを用いた疫学
研究を４本柱として基礎研究・臨床研究を行っている。多くの英論文を発表しており、学位取得の指導も行っている。婦人科腫瘍
研究室では抗癌剤耐性機序解析に関する研究を行い、科研費等の外部研究費の獲得・日本産科婦人科学会学術総会での
CongressAwardや日本癌治療学会優秀演題賞を受賞している。癌関連のみならず、オキシトシンと内分泌ホルモンに関する研
究・内視鏡関連の臨床研究も行っている。

産婦人科領域の産業医活動 妊娠高血圧症候群などの異常妊娠に罹患した妊婦の復職支援や産後の長期間に渡る職域健康管理、妊娠悪阻による労働障害
の調査とその対策などの産科領域における産業医学研究を行っている。周産期医学に精通した医師だからこそできる産業医活動の
開発を行い、専門性の高い産業医育成にも貢献している。婦人科領域では若年女性の子宮内膜症や子宮筋腫による月経随伴
症状が労働生産性に影響する事が分かり、産婦人科で得た知識を産業保健の場で活かすことの必要性が増加している。当科から
様々な分野で活動している専属産業医や開業産業医を輩出している。婦人科がん治療患者の復職支援、労務環境についても、
両立支援科と協力してデータ収集、支援を開始している。

得意な手術 子宮頸癌、子宮体癌、卵巣癌に対する根治手術や良性疾患に対する腹腔鏡下手術とロボット手術
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放射線科
得意な画像診断 当教室には、骨軟部、脳神経、胸部、骨盤部臓器など各分野の画像診断を熟知した専門医師が在籍し、各診療科とカンファレン

スを通じて連携しながら、高水準の画像診断業務を行っており、フランスや中国など他国の放射線科医師が長期間学びに来ている。
また全国に先駆けて、読影専門医のテレワークを導入しており、子育て世代の医師も大いに活躍できる職場である。

得意な画像誘導下低侵襲性治
療（IVR）

当教室で施行している血管カテーテル検査・治療は年間約450件と多く、そのうち約100例は緊急症例である。緊急治療の対象は
危機的産科出血、外傷性出血性ショック、喀血、消化管出血など様々で、24時間・365日対応している。学会専門医・指導医の
もとで、肝細胞癌や頭頸部癌などに対する低侵襲な癌治療のみならず、豊富な症例を経験することが可能である。

得意な教育 当教室では、専門医師による指導のもと、修練期間中に北米放射線学会や欧州放射線学会などトップレベルの国際学会で発表で
きるよう指導を行うとともに、各分野の国内外の秀でた施設に留学できるよう、スキルアップを図ることができる環境を整備している（過
去5年間の学位取得者12名、2021年小児放射線学会小池優秀演題賞受賞など）。

得意な研究1 当教室は最新鋭のCT、MRI撮像技術を用いて、画像診断における診断精度向上を目指した研究を行っており、その内容や成果は
高い評価を得ている（2022年日本医学放射線学会優秀論文賞受賞、2021年日本医学放射線学会最優秀論文賞受賞、
2018年日本磁気共鳴医学会優秀論文賞受賞、日本医学放射線学会総会ゴールドメダル賞受賞2018年2名および2019年1
名、2022年ブロンズメダル賞受賞、2018年日本磁気共鳴医学会最優秀演題賞受賞など）。

得意な研究2 当教室は長年にわたってAIを用いたコンピュータ支援画像診断法に関する研究に取り組んでおり、産学連携・医工連携による先端
画像診断技術開発を進めている（関連研究費獲得総額約5000万円）。また、当教室出身の産業医と連携し、検診画像データ
の予防医学への応用に関連する研究を推進している（2020年日本医学放射線学会総会プラチナ賞受賞など）。

放射線治療科
特異な治療 当科の温熱療法の症例数は全国トップレベルであり、また高精度放射線治療（VMAT/IMRT,STI)との併用実績も高く、多くの紹

介受診があり、国内外の医師が温熱療法の研修に訪れています。

特異な研究 当科の温熱療法の研究は国内トップレベルであり、英文論文作成(20編以上)や学位取得、ガイドライン作成でも中心的役割を果
たしています。2022年には学会の全国大会を当科が担当しました。
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麻酔科
診療・教育 当院は北九州唯一の特定機能病院であり、地域がん診療連携拠点病院・総合周産期母子医療センターという役割を持つため、

北九州において最も多くの重症患者が集まり、手術患者も緊急手術も含めて重症度の高い患者の割合が多い。そのため、若手医
師の育成に関しても高度な教育・研修内容を提供できる。また、多くの近隣施設と連携を組んでおり、それぞれに特色をもった幅広い
施設での研修も可能である。

産業医活動 麻酔科では全身管理を学ぶことができる上、手術麻酔を通して幅広い領域の疾患の転帰を学ぶことが出来るため、社員の健康管理
など産業保健にも役立つ知識を身に付けることができ、実際に多くの企業に専属産業医を輩出している。

得意な研究 当教室では、麻酔薬や鎮痛薬についての薬理学的基礎研究を継続して行っており、臨床業務を行いながら、基礎研究を学ぶことが
出来る。

リハビリテーション科
得意な研究１ 脳卒中後片麻痺に対し経頭蓋直流電気刺激を併用したリハビリテーションを積極的に実施し、可塑性に関わる生化学的因子も合

わせて検討することで科学研究費を多数獲得している。

得意な研究２ 当講座は「末梢神経損傷の神経再生」において、本学整形外科と共に病態解明や新しい検査治療法の開発および臨床導入、手
根管症候群の診断基準策定の全国多施設共同研究、他施設・企業と共に筋電図プログラム開発など、多分野多職種による新規
性の高い研究に複数取り組む（英文論文3件（直近3年）、関連科研費獲得3件、総額1131万円）。

得意な研究３ 当教室のロボットリハビリテーション分野における研究は、日本で一早く取り組んでおり、コクランレビューに掲載される研究だけでなく臨
床にも応用できる技術として進化を続けている。

得意な診療技術 当教室の痙縮に対するボツリヌス療法は、九州1、全国的にもトップレベルの実績がある。ボツリヌス療法と経頭蓋直流電気刺激やロ
ボットリハビリテーションを併用した最新の治療に取り組んでいる。

得意な産業医学関連活動 当講座は長年、障害者の社会参加（就労）支援を行っている。脳卒中の復職研究では国際的にも高い評価を得ており、脳卒中
の治療と仕事の両立支援ツールは厚労省HPに掲載されている。
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診療科等名 得意なこと 教育・研究・診療・社会活動など

救急・集中治療科
広範な研修内容 救急科は重症の内因性疾患から多発外傷まで幅広い疾患の研修が可能である。初療から始まり、重症例では集中治療管理も経

験でき、呼吸管理、循環管理を修得することができる。救急科専門医、集中治療科専門医が取得可能。また、救急科以外のサブ
スペシャリティーの研修も可能である。

得意な手技、診療 心肺蘇生（BLS,ACLS)、気管挿管や人工呼吸管理、薬剤や人工肺（ECMO)などの体外循環を用いた呼吸・循環管理が修得
できる。また出血症例に対して大動脈内へのレスキューバルーン挿入など多くの手技を学ぶことが可能である。急性呼吸不全、循環
不全に対応する実力が要請できる。また敗血症など感染症に対する治療や輸液・栄養管理なども同時に学ぶことができる。
種々の救急手技や診療のシミュレーションを実施し、救急患者に適応し、救命率向上に貢献している。

得意な臨床研究 DPCデータやNDBデータを用いた大規模データベースを用いた臨床研究を行っている。

救急医の視点を持った産業医活動 当科出身の産業医は一般の産業医業務を含め、産業現場での救急診療体制などの充実を図るため精力的に活動しており、現場
からの要請も多く、感謝されている。

病理診断科　
　（第1病理学） 得意な診療業務 希少がんの一つとして知られる骨軟部腫瘍の病理診断を専門に行なっており、日本各地からのコンサルテーションを受託している（年

間300件程度）。

得意な研究 ホルマリン固定された通常の病理検体を用いて、主に腫瘍の診断や発生機序に関わる遺伝子変異を対象に分子遺伝学的手法
（RT-PCRやFISHなど）による解析を20年以上にわたって実施している。

　（第2病理学） 得意な診療業務 消化器の悪性及び炎症性疾患、血液系・骨髄の疾患、腎疾患生検診断、歯科・口腔領域の診断を専門とする病理医が在籍して
います。高い専門性を持ち、希少疾患を含め診断を行っていますが、基本的に全ての臓器の疾患を精緻に診断し、(病理解剖を含
め）豊富な経験ができます。病理専門医の育成にも力を入れ、産業医活動との両立を行っています。

得意な診療分野 特に、腎生検は西日本各地の医療施設から依頼され、コンサルテーションを含め、診断を行っています。診断症例は、年間約600件
を超えていて、日本有数の診断レベルと規模です。

得意な研究分野 消化管悪性腫瘍の研究は、臨床データを融合した病理組織学的解析を行い、論文発表及び国内・海外で学会発表を積極的に
行っています。

得意な研究分野 個別医療に必要な遺伝子診断を含む分子病理学的診断技術(IHC, ISH, FISH, RT-PCR等)を教室内で完備し、積極的に活
用しています。教室内には、細胞培養室や動物実験室等があり、遺伝子や分子細胞レベルから組織、臓器、個体（実験動物を含
む）まで、研究できる技術を有しています。

得意な研究分野 AIやPCを用いた病理診断研究を行っています。教室内にバーチャルスライド作製機を完備し、画像解析や学会発表等に使用してい
ます。

ー 29 ー



                                                                                                                    2023/12/1
各診療科等における臨床・研究・産業医活動のご紹介
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集中治療部
得意な臨床 小児より成人まで幅広い年齢層の重症患者の診療を行っており、様々な病態の患者の診療を経験することができる。また、北九州で

唯一の大学病院の集中治療室として他院で対応困難な重症症例(ECMOなど)の診療も行っている。多数の集中治療専門医が在
籍しており(5名程度)高い水準での診療の質や教育の質を確保することができている。培養法で評価困難な細菌感染症において、
細菌の遺伝子を利用した診断法を用いて原因菌の評価を行っている。

得意な研究 上記で記述した細菌の遺伝子を用いて、重症患者の起炎菌調査や細菌叢の評価に関する研究を行っている。

総合周産期母子医療センター
得意な診療分野 当院産科は、わが国で最も高度な産科医療を行う総合周産期母子医療センターを有している。重症の異常妊娠、管理が難しい合

併症妊娠、胎児異常の高度な出生前診断・遺伝相談、産後出血や羊水塞栓症などの救急疾患の診療を積極的に行っている。母
子センターでの3年間の研修により日本周産期・新生児医学会の専門医取得が可能である。さらに、日本超音波医学会や日本遺
伝学会の専門医取得も応援している。専門性の高い周産期専門医を育成している。

得意な診療分野 新生児部門では、超低出生体重児を含めた早産児の全身管理や新生児の呼吸管理はもとより、低体温療法、NO吸入療法、血
液浄化療法など高度な治療を幅広く行っている。また産科同様に周産期母子医療センターでの3年間の研修で日本周産期・新生
児医学会の専門医取得が可能である。

得意な研究 周産期研究室では、①胎盤の生理学、②超音波診断学、③産科領域における産業医学、④エコチル調査のデータを用いた疫学
研究を４本柱として基礎研究・臨床研究を行っている。多くの英文原著論文を発表しており、学位取得の指導も行っている。学術
的にも専門性の高い産科医師の育成を行っている。

得意な研究 新生児部門では、新生児の感染免疫に関するテーマを中心に臨床研究を進めており、その成果を英文を含む多くの原著論文として
発表している。また、総合周産期母子医療センターに入院する新生児は貴重な症例を経験することが多く、修練医の先生を中心に
スタッフ指導のもと積極的に学会報告・症例報告(英文・邦文)作成を行っている。

得意な産業医活動 妊娠高血圧症候群などの異常妊娠に罹患した妊婦の復職支援や産後の長期間にわたる職域健康管理、妊娠悪阻による労働障
害の調査とその対策などの産科領域における産業医学研究を行っている。周産期医学に精通した医師だからこそできる産業医活動
の開発を行い、専門性の高い産業医育成にも貢献している。
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